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テ
ー
シ
∃
ン
を
組
み
、
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

洟
．Å
憮
硫
瘍
腱
鰺
蝙
鐘
鰊
碧
爾

住
所

，
電
話
番
号

・
配
分
金
振
込
先
の
変

更
が
あ
り
ま
し
た
ら
必
ず
事
務
局

へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

※
シ
ー
ル
掛
け
…
Ｐ
Ｅ
シ
ー
ト
を
専
用
シ
ー

ラ
ー
機
に
通
し
、
そ
の
熱
で
圧
着
す
る
。

※
た
た
み
…
シ
ー
ル
掛
け
し
た
も
の
を
た
た
む
。

※
キ
ャ
ッ
プ
‥
Ｐ
Ｅ
シ
ー
ト
の
小
さ
な
穴
に
ゴ

ム
を
通
し
キ
ャ
ッ
プ
状
に
す
る
。
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己
晏
齊
藝

言
わ
ず
と
知
れ
た
農
業
王
国
、
豊
橋
。
そ
ん
な
農
業
を
陰

な
が
ら
支
え
る
シ
ル
バ
ー
会
員
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

陽
射
し
春
め
く
３
月
上
旬
、
野
依
町
に
あ
る
豊
橋
農
業
協

同
組
合
ト
マ
ト
選
果
場
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
派

遣
事
業
と
し
て
博
名
の
会
員
が
組
合
職
員
の
指
揮

去
叩
令
の

も
と
、
パ
ー
ト
職
員
と
一緒
に
働
い
て
い
ま
す
。

施
設
は
鉄
骨
２
階
建
て
、
１
階
が
集
出
荷

占
ｏ。
質
管
理
フ

ロ
ア
、
２
階
が
選
果
フ
ロ
ア
と
機
能
分
化
さ
れ
、
集
出
荷
品

の
在
庫

占
ｏ。
質
管
理
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
一元
管
理
し

て
い
ま
す
。

選
果
場
の
朝
は
、
生
産
者
さ
ん
が
持
ち
込
む
ト
マ
ト
の
コ

ン
テ
ナ
を
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
下
ろ
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

男
性
会
員
７
名
が
、
６
時
３０
分
頃
か
ら
約
２
時
間
、
引
っ
切

り
無
し
に
運
ば
れ
る
色
鮮
や
か
な
ト
マ
ト
を
順
次
、
下
ろ
し

て
い
き
ま
す
。
出
荷
量
の
多
い
日
は
、
休
憩
す
る
間
も
な
く

体
力
勝
負
の
面
が
た
ぶ
ん
に
あ
る
よ
う
で
す
。
作
業
中
の
会

員
さ
ん
に
お
間
き
し
た
と
こ
ろ

「
コ
ツ
を
掴
み
、
慣
れ
れ
ば

問
題
な
く
、
む
し
ろ
健
康
の
た
め
に
働
い
て
い
る
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
７
名
は

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
製
函
作
業
」

「
モ
ー

ル
補
充
作
業
」

翼
エ
コ
ン
テ
ナ
片
付
作
業
」
に
分
か
れ
、
出

荷
前
の
裏
方
作
業
に
徹
し
ま
す
。
同
時
刻
に
、
女
性
会
員
も

「選
果
作
業
」
や

「バ
ツ
ク
の
箱
詰
め
作
業
」
に
加
わ
り
ま
す
。

「
選
果
作
業
」
で
は
、
ラ
イ
ン
上
で
ト
マ
ト
の
向
き
を
揃
え

な
が
ら
傷
を
チ
エ
ツ
ク
し
ま
す
。
長
時
間
、
同
じ
姿
勢
で
大

変
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
反
面
、
活
き
活
き
と
し
た
顔

で
働
い
て
い
ま
し
た
。

ラ
イ
ン
の
ト
マ
ト
は
、
形
状

・
色
彩

・
糖
度
毎
に
セ
ン
サ
ー

で
選
別
さ
れ
、
１
時
間
あ
た
り
１
５
０
０
箱
の
速
度
で
ロ
ボ
ツ

ト
が
箱
詰
め
し
、
次
の
自
動
梱
包
へ
と
流
れ
て
出
荷
と
な
り

ま
す
。
出
荷
は
５
月
、
６
月
が
ビ
ー
ク
で
あ
り
、
つ
い
で
１２

月
が
多
く
、

１０
台
の
箱
詰
め
装
置
に
よ
り
１
日
１
万
箱
が
処

理
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

新
し
い
施
設
で
、
各
所
、
整
理
整
頓
が
行
き
届
い
て
お
り
、

会
員
は
素
晴
ら
し
い
作
業
環
境
の
も
と
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

桑
萎
華
羹
萎
不
六
琴

1警

■|■秦

毎
年
、
２
月
‐０
日
、

‐１
日
に
安
久

美
神
戸
神
明
社
で
行
わ
れ
る
鬼
祭
り
に

も
シ
ル
バ
ー
会
員
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

祭
礼
中
に
３
回
ほ
ど
奉
替
会

に
よ

る

「
厄
除
飴
ま
き
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
も
、
シ
ル
バ
ー
経
験

・
技
能
が

活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

奉
賛
会
参
加
者
約
８０
名
の
着
物

・

祥

袴
の
着
付
け
を
し
て
い
る
の
で
す

が
、
一度
に
４０
名
近
い
方
を
着
付
け
る

た
め
、
控
え
室
は
大
忙
し
。
会
員
は
、

患
を
つ
く
間
も
な
く
、
汗
だ
く
に
な
っ

て
就
業
し
ま
す
。

ま
た
、
安
久
美
神
戸
神
明
社
本
殿

に
は
、
立
派
な
じ
め
縄
が
あ
り
ま
す
。

実
は
、
こ
れ
も
シ
ル
バ
ー
で
製
作
し

て
い
ま
す
。
長
さ
１２
ｍ
ヽ
太
さ
い
ｃｍ
の

大
し
め
縄
は
、
神
明
社
の
荘
厳
さ
を

醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
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．趣
味
の
大
菊
作
り
に
つ
聯
て

鈴
木

康
夫
会
］異
天
伯
校
区
）

暴
書
き

私
は
、
平
成
１６
年
の
秋
、
豊
橋
動
植
物
公
園
に
て
大

菊
の
展
覧
会
を
観
て
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
銘
、
東
三

菊
友
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
以
降
大
菊
作
り
に
１２
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。

３０
年
位
前
よ
リ
サ
ツ
キ
や
錦
松
を
３０
鉢

程
盆
栽
で
育
て
て
い
ま
し
た
の
で
大
菊
の
鉢
作
り
も
出

来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
始
め
ま
し
た
。
実
際
に

や
っ
て
み
る
と
そ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
、
最
初
の
２
年

間
は
花
は
咲
く
も
の
の
背
は
低
く
大
葉
も
下
半
分
は
枯

れ
て
し
ま
う
な
ど
散
々
で
し
た
。
そ
こ
で
通
信
教
育
で

総
合
菊
作
り
技
能
講
座
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
樹
木
医
の
資
格
を
取
り
参
考
に
し
ま
し
た
。

菊
は
毎
年
さ
し
芽
を
し
て
、
７
月
毎
に
小
鉢
五
号
、

中
鉢
七
号
、
本
鉢
九
号
へ
と
移
植
し
、
そ
の
過
程
の
内
で

一本
立
か
、
又
は
三
本
立
か
に
仕
立
て
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
又
特
殊
な
大
菊
と
し
て
ダ
ル
マ
作
り

（高
さ
Ю
ｃｍ
）

福
助
作
り

（高
さ
５０
Ｃｍ
）
等
も
栽
培
し
ま
す
。
加
え
て

土
づ
く
り
、
肥
料
、水
や
り
、
消
毒
な
ど
を
行
い
、
秋
に
な
っ

て
日
照
時
間
が
短
く
な
る
と
生
長
点
で
花
芽
分
化
が
起

き
、
雷
が
で
き
て
開
花
し
ま
す
。
約
６
ヶ
月
か
け
て
大

輪
を
咲
か
せ
る
の
で
す
。

菊
友
会
で
は
毎
月
１
回
、
４
月
よ
り
１０
月
ま
で
二
川

校
区
市
民
館
で
研
修
会
を
や
っ
て
初
心
者
の
指
導
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
１１
月
上
旬
か
ら
中
旬
ま
で
豊
橋

動
植
物
公
園
で
展
覧
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

期
間
中
に
大
菊
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
審
査
日
に

満
開
に
な
る
よ
う
に
も
っ
て
い
く
の
で
す
。
私
は
三
本
立

の
大
菊
、
ダ
ル
マ
、
一本
立
の
福
助
、
三
鉢
異
色
小
菊
盆

栽
な
ど
を
知
鉢
程
栽
培
し
ま
す
が
、
出
品
で
き
る
の
は

１０
鉢
程
で
す
。
去
年
は
一本
立
ジ
ャ
ン
ボ
管
物
の
部
で
初

め
て
入
賞
し
ま
し
た
。

今
年
も
去
年
の
反
省
を
踏
ま
え
て
４
月
か
ら
ま
た
、

さ
し
芽
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
大
菊
の
栽
培

を
覚
え
て
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
を
飾
り
ま
し
さ
つ
。

ヤ響
一
就
業
に
役
立
つ
実
践
講
座
開
催

安
心
安
全
の
た
め
の
パ
リ
ヤ
フ
リ
ー
対
応
大
工
講
座
を

介
し
ま
す

師

・
夏
目
　
安
彦

含
一］一橋
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
舎
５

奥
山
　
正
市

含
一］一橋
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
舎
巳

日

一
２
月
１５
日

（水
）
１０
時
～
１５
時

所
　
牟
呂
高
齢
者
活
動
セ
ン
タ
ー
　
２
階

藤
報
と
よ
は
し
て
受
韓
奎
を
暮
菫
し

、
一操
書
農
雌
苺

を
含
む
雷
名
て
実
施
れ
ま
し
た

″
先
生
の
お
言
葉
″

仕
事
に
繋
げ
て
頂
い
た
り
将

来
に
向
け
我
が
家
の
安
心
生
活

に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
大
工
仕
事
を

好
き
に
な
っ
て
下
さ
い
。

築
了
後
受
講
警
鍵
鍾
ギ
ン
安
ざ
ｉ
‥
し
て
撻
嚢
し
た

Ｑ
　
受
講
し
た
感
想
を
教
え
て
下
さ
い
―

Ａ
　
と
て
も
良
い
体
験
と
な
り
こ
れ
か
ら
家
の
中
に
安

全
な
改
善
を
取
り
入
れ
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
　
仕
事
等
に
活
か
せ
そ
う
で
す
か
ｌ

Ａ
　
・
手
摺
の
付
け
方
で
自
信
が
少
し
出
て
来
ま
し
た
。

・
自
分
の
家
の
改
装
、
仕
事
の
依
頼
が
あ
れ
ば
や
っ

て
見
た
い
気
持
ち
で
す
。

・
多
く
の
部
品
を
知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

場需
講界安1
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ば 動1本止めから
本締めにする



シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

お
仕
事

・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

毎
月
第
２
月
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
入
会
説
明
会
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

毎
月
、
数
多
く
の
方
に
ご
参
加

ム
」
入
会
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す

（１
月
１９
名
ヽ
２
月
３４
３
）
ｏ
当
セ
ン
タ
ー
で
就
業

・

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
始
め
に
説
明
会

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
当
日
の
流
れ

０
シ
ル
バ
ー
紹
介
ビ
デ
オ
鑑
賞

②
会
長
挨
拶

０
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
概
要
説
明

④
個
人
面
談

※
理
事
会
承
認
後
の
入
会
と
な
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
話
を
お
間
き
に
な
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
の
理
念

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
是
非
　
ご
入
会
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
特
に
、
車
取

二
早
刈
、
庭
本
の
剪
定
を
希
望
さ
れ

る
方
、
大
募
集
で
す
ｌ
　
未
経
験
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
連

絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
容
４
８
１
３
３
０
１
）

●
会
員
紹
介
キ
ャ
ン
ベ
ー
ン
実
施
中
＝

グ
ラ
ウ
ン
が
鐵
膨
フ
闘
好
翁

４
月
よ
り
正
式
ス
タ
ー
ト
！

開
催
日
　
毎
月
第
１
、
第
３
月
曜
日
、

第
２
、
第
４
木
曜
日
、
午
後
１
時

場
　
所
　
一呂
師
緑
地
公
園
内
野
球
場

２９
年
度
中

に
発
足
予
定
！

開
催
日
　
毎
月
１
回
　
朔
日

（１
日
）

（１
日
が
上
、
日
の
場
合
次
の
月
曜
日
）

場
　
所
　
ビ
ツ
グ
エ
コ
ー

会
員
数
　
男
女
合
わ
せ
約
３０
名

活
動
は
今
年
の
３
月
で
５
回
目

で
す
が
そ
の
一場
面
を
紹
介
し
ま
す

そ
の
他
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
健
康
体
操
を
設

立
準
備
中
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

（
容
４
８
１
３
３
０
１
）

そ
こ
で
平
成
２９
年
６
月
支
払
い
か
ら
原
則
、
毎
月
２５
日
締

‥―‐め 〓‐

切
り
で
翌
月
２５
日
支
払
い
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
月
分
…
５
月
２２
日
（月
）

５
月
分
…
６
月
２３
日
（金
）

６
月
分
…
７
月
２５
日
（央
）

７
月
分
…
８
月
２５
日
（金
）

象|ょ

｀

‥
，電菫

薔
織
機
書
一

一鸞
磯
櫨
一壌
瀧
橿
磯
運
ｔ
う０
て
一
一
一
一
一
一

現
在
、
配
分
金
は
原
則
毎
月
２５
日
締
切
の
翌
日
‐５
日
払
い
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
発
注
者
様
か
ら
の
入
金
か
ら
会
員
支
払
日

一
・
ま
で
の
期
間
が
短
く
、
資
金
繰
り
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

豪

みんなで楽しく
や|り ましょう1

ネ|・

鸞
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●
機

麹
鬱
才
ヶ
欄
鰺
憔

鐵
麟
圏
圃
骰迫力満点の

歌声です!

６
品
■

同
一好
会
だ
一

自信の歌声

すばらしい
皆で拍手 !
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